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本
書
は
、
中
国
近
代
の
作
家
・
詩
人
で
あ
る
謝
冰
心
（
一
九
〇
〇
～

九
九
）
の
詩
集
『
春
水
』（
一
九
二
三
）
の
手
稿
が
九
州
大
学
附
属
図
書

館
濱
文
庫
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
に

九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
新
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「『
春
水
』
手
稿
と
日
中
の
文
学
交
流
：
周
作
人
、
冰
心
、
濱
一
衛
」

で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
中
か
ら
一
三
編
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
春
水
』の
詩
篇
は
、一
九
二
二
年
三
月
二
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
、『
晨

報
副
鐫
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
一
一
月
、
冰
心
は
当
時
在
学
中
で
あ
っ

た
燕
京
大
学
の
恩
師
、
周
作
人
（
一
八
八
五
～
一
九
六
七
）
が
主
編
す
る

新
潮
社
文
藝
叢
書
の
第
一
冊
と
し
て
『
春
水
』
を
出
版
す
る
た
め
、
手
稿

を
完
成
さ
せ
、
周
作
人
に
渡
し
た
。『
春
水
』
出
版
後
、
手
稿
は
周
家
に

〔
書
評
〕

中
里
見
敬
編
著

『『
春
水
』
手
稿
と
日
中
の
文
学
交
流

─
周
作
人
、
謝
冰
心
、
濱
一
衛
─
』

大
久
保
洋
子

残
さ
れ
て
い
た
が
、
周
作
人
が
一
九
三
九
年
に
蔵
書
を
整
理
し
た
際
に
こ

れ
を
発
見
、
装
丁
し
、
長
男
・
豊
一
（
一
九
一
二
～
九
七
）
の
友
人
で
作

人
と
も
親
し
く
交
際
し
て
い
た
中
国
演
劇
研
究
者
で
あ
る
濱
一
衛

（
一
九
〇
九
～
八
四
）
に
贈
っ
た
。
こ
れ
が
『
春
水
』
手
稿
が
九
州
に
わ

た
る
ま
で
の
お
お
よ
そ
の
経
緯
で
あ
る
。
詳
し
く
は
本
書
収
録
の
中
里
見

氏
の
論
考
お
よ
び
編
集
後
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
先
立
ち
、
手
稿
発
見
の
事
実
は
『
中
国
現

代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
一
七
年
第
六
期
に
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
中
国
福

建
省
の
冰
心
文
学
館
が
編
集
・
発
行
す
る
学
術
誌
『
愛
心
』
編
輯
部
の
呼

び
か
け
に
よ
り
、
日
本
の
研
究
者
一
二
名
の
紀
念
論
文
が
同
誌
二
〇
一
七

年
夏
期
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
国
際
シ
ン
ポ
と
本
書
の
刊
行
は
、
手
稿

発
見
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
一
連
の
学
術
交
流
活
動
の
集
大
成
で
あ
り
、
大
き

な
記
念
碑
的
意
義
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

本
書
収
録
の
序
文
お
よ
び
論
文
目
録
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序宮
本
一
夫
「「『
春
水
』
手
稿
と
日
中
の
文
学
交
流
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
会
の
挨
拶
」

萩
野
脩
二
「『
春
水
』
所
感
：
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
春
水
』
手
稿
と
日

中
の
文
学
交
流
」
に
寄
せ
て
」

Ⅰ　
『
春
水
』
手
稿
の
発
見
と
そ
の
意
義
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中
里
見
敬
「
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
所
蔵
の
『
春
水
』
手
稿
：
周

作
人
、
冰
心
、
濱
一
衛
」

趙
京
華
「
東
ア
ジ
ア
同
時
代
史
か
ら
見
た
中
日
文
学
」

潘
世
聖
「『
春
水
』
手
稿
：
九
五
年
の
劇
的
な
旅
路
の
点
と
線
」

Ⅱ　

周
作
人
と
謝
冰
心
、
小
詩
運
動
、『
春
水
』

周
吉
宜
「
周
作
人
と
冰
心
：
早
期
冰
心
女
士
と
我
が
祖
父
の
往
来
」

小
川
利
康
「
小
詩
運
動
の
周
辺
：
周
作
人
と
謝
冰
心
」

平
石
淑
子
「
謝
冰
心
と
タ
ゴ
ー
ル
：『
春
水
』
と
〝Stray Birds

〟」

佐
藤
普
美
子
「〝
零
砕
的
思
想
〟
の
う
ね
り
：
冰
心
『
春
水
』
再
読
」

牧
野
格
子
「
英
訳
本
『
春
水
』
に
お
け
る
翻
訳
手
法
と
新
解
釈
へ
の
可
能

性
」

顧
偉
良
「
濱
文
庫
発
見
の
冰
心
詩
集
『
春
水
』
手
稿
：『
文
』
に
関
す
る

美
意
識
の
変
容
及
び
周
作
人
の
批
評
精
神
を
め
ぐ
っ
て
」

Ⅲ　

謝
冰
心
の
文
学
活
動
、
お
よ
び
日
本
と
の
交
流

濱
田
麻
矢
「
女
学
生
謝
婉
瑩
か
ら
作
家
冰
心
女
士
へ
」

岩
﨑
菜
子
「
占
領
軍
検
閲
資
料
か
ら
発
見
し
た
謝
冰
心
佚
文
と
発
見
の
遅

れ
に
関
す
る
考
察
：
戦
後
日
本
の
謝
冰
心
と
丁
玲
に
対
す
る
相
反
す
る
評

価
を
通
し
て
」

宮
本
め
ぐ
み
「
冰
心
の
講
演
録
『
中
國
文
学
を
ど
う
鑑
賞
す
る
か
』
の
中

国
語
原
稿
に
つ
い
て
」

虞
萍
「
越
境
す
る
『
忘
年
の
交
わ
り
』：
謝
冰
心
と
有
吉
佐
和
子
と
の
交

流
に
焦
点
を
当
て
て
」

　

中
国
近
代
文
学
研
究
に
お
け
る
『
春
水
』
手
稿
発
見
の
意
義
は
、
趙
京

華
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
①
日
中
近
代
文
学
の
交
流
史
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
、
東
ア
ジ
ア
同
時
代
史
を
考
察
す
る
上
で
の
歴
史
的
価
値
②
周
作

人
と
謝
冰
心
の
関
係
を
研
究
す
る
上
で
の
手
掛
か
り
③
版
本
（
こ
の
場
合

は
『
春
水
』）
を
比
較
校
勘
す
る
際
の
模
範
と
基
準
の
提
供

─
の
三
点

に
集
約
で
き
る
だ
ろ
う
（
な
お
、
趙
氏
は
③
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
）。

本
書
の
構
成
と
編
集
意
図
も
そ
こ
に
あ
る
。
手
稿
が
謝
冰
心
本
人
か
ら
で

は
な
く
、
単
行
本
主
編
で
あ
っ
た
周
作
人
と
い
う
第
三
者
か
ら
、
謝
冰
心

研
究
者
で
は
な
い
濱
一
衛
に
贈
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
稿
発
見
と
い

う
文
学
史
的
事
件
に
は
複
数
の
意
味
が
生
じ
、
ま
た
発
見
を
め
ぐ
る
論
稿

の
テ
ー
マ
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
多
層
的
な
要
素

を
三
部
構
成
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
上
げ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
編
者
で
あ

る
中
里
見
氏
の
手
腕
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
Ⅰ
の
論
文
三
篇
が
、
②
に
つ
い
て
は
Ⅱ
収

録
の
周
論
文
、
小
川
論
文
が
十
分
に
そ
の
意
義
を
説
明
し
て
い
る
。
特
に

中
里
見
論
文
と
周
論
文
は
、
周
作
人
と
謝
冰
心
、
周
作
人
と
濱
一
衛
の
交

流
の
様
相
を
生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
単
純
に
読
み
物
と
し
て
読

ん
で
も
非
常
に
面
白
い
。
小
川
論
文
は
周
作
人
と
謝
冰
心
の
交
流
の
中
で
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も
、
二
人
の
接
点
と
指
導
関
係
に
光
を
当
て
、
周
作
人
の
小
詩
運
動
に
お

け
る
謝
冰
心
の
位
置
づ
け
を
探
っ
た
、
示
唆
に
富
む
論
考
で
あ
る
。

　
『
春
水
』
の
テ
ク
ス
ト
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
Ⅱ
の
平
石
、
佐
藤
、

牧
野
各
氏
の
論
文
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
作
品
分
析
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
通
し
て
謝
冰
心
と
『
春
水
』
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
論
文
も
『
春
水
』
の
引
用
箇
所
は
手
稿
に
基

づ
い
て
校
勘
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
信
頼
に
足
る
。

　

こ
こ
ま
で
が
い
わ
ば
本
書
の
前
半
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
連
の

論
考
の
ま
と
ま
り
に
反
し
て
、
後
半
部
分
の
構
成
は
、
本
書
の
テ
ー
マ
か

ら
は
や
や
か
け
離
れ
た
印
象
を
受
け
た
。
特
に
、
本
書
の
議
題
の
核
心
で

あ
る
は
ず
の
手
稿
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
価
値
を
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
関
係
者
の
方
々
に
は
様
々
な
事

情
が
あ
る
こ
と
と
推
察
す
る
が
、
Ⅰ
で
打
ち
出
し
た
東
ア
ジ
ア
同
時
代
史

と
い
う
「
大
き
な
物
語
」
が
よ
り
一
層
の
輝
き
を
放
つ
た
め
に
は
、
そ
れ

を
支
え
る
「
小
さ
な
物
語
」

─
作
家
研
究
、
作
品
研
究
に
こ
そ
、
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
版
本
研
究
が
そ
の
極
め
て

重
要
な
一
端
を
担
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
関
係
諸
氏
が
多
く
の
課

題
を
乗
り
越
え
、
研
究
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
謝
冰
心
文
学
の
再
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
佐

藤
、
岩
﨑
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
謝
冰
心
と
い
う
作
家
、
お
よ
び
そ

の
文
学
は
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
に
価
値
基
準
を
置
く
こ
れ
ま
で
の
中

国
近
代
文
学
史
に
お
い
て
、
さ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ

の
度
の
手
稿
発
見
は
、
謝
冰
心
文
学
の
再
評
価
に
大
き
な
機
運
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
重
要
な
機
会
に
、
研
究
史
上
残
さ
れ
て
き
た
課
題

を
ど
の
よ
う
に
す
く
い
上
げ
て
い
く
の
か
、
手
稿
発
見
が
そ
の
こ
と
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
り
、
そ
こ
か
ら
謝
冰
心
の
何
が
見
え
る
の
か
、
と
い
っ
た

問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
意
味
で
、
謝
冰
心
の
講
演
原
稿
に
つ
い
て
緻
密
な
校
勘
を
行
っ
た

宮
本
氏
の
論
文
は
、
謝
冰
心
の
実
証
研
究
に
お
け
る
学
界
の
底
力
と
可
能

性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。『
春
水
』
に
関
し
て
も
、
実
証
面
で

の
大
き
な
成
果
を
期
待
し
た
い
。

　

右
に
示
し
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
は
本
書
収
録
論
文
の
う
ち
評
者

が
特
に
興
味
を
も
っ
た
論
文
に
つ
い
て
、
概
要
と
意
義
を
述
べ
た
い
。

　

平
石
論
文
は
、
謝
冰
心
の
最
初
の
詩
集
で
あ
る
『
繁
星
』（
一
九
二
三
）

の
序
文
か
ら
、
謝
冰
心
の
タ
ゴ
ー
ル
受
容
と
『
繁
星
』
の
成
立
時
期
を
従

来
よ
り
も
早
く
設
定
し
、『
繁
星
』
と
『
春
水
』
の
時
間
的
隔
た
り
の
大

き
さ
を
指
摘
し
た
点
が
興
味
深
か
っ
た
。『
春
水
』
詩
篇
を
構
成
す
る
一

連
の
イ
メ
ー
ジ
が
『
繁
星
』
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、『
春
水
』

で
は
よ
り
深
い
思
索
が
み
ら
れ
る
と
し
、
内
容
面
で
も
両
者
の
隔
た
り
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
佐
藤
論
文
に
も
通
じ
る
見
解
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で
あ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
か
ら
『
繁
星
』
そ
し
て
『
春
水
』
へ
と
流
れ
込
む
イ

メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
、
変
化
を
遂
げ
た
の
か
。
今
後
よ
り

深
い
分
析
を
期
待
し
た
い
。

　
『
春
水
』
は
研
究
史
に
お
い
て
、
芸
術
面
で
は
「
零
砕
な
思
想
の
寄
せ

集
め
」
と
さ
れ
、
文
学
史
上
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
限
定
的
な
評
価
に
と

ど
ま
る
状
況
が
続
い
て
き
た
。
し
か
し
新
詩
の
発
展
可
能
性
と
芸
術
性
、

思
想
性
を
根
幹
に
置
い
て
評
価
す
る
な
ら
ば
、
謝
冰
心
と
そ
の
詩
篇
群
は

こ
れ
ま
で
の
評
価
と
は
別
の
姿
を
も
っ
て
我
々
の
前
に
立
ち
現
れ
る
に
違

い
な
い
。
佐
藤
論
文
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、『
春
水
』
の
読
み
直
し

を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
同
論
文
は
、『
春
水
』
全
篇
を
綿
密
に
分
析
し
、

『
春
水
』
の
詩
篇
に
使
用
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
れ
ま
で
定
説
と
な
っ

て
き
た
「
母
の
愛
」、「
童
心
」、「
大
自
然
の
賛
美
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
単
な
る
牧
歌
的
な
詩
篇
に
は
な
い
、
よ
り
深
い
陰
影
に
富
ん
だ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
詩
篇
群
が
表
現
す
る
、
日
々
湧
き
起
こ

る
刹
那
の
感
興
の
う
ね
り
を
、
テ
ク
ス
ト
に
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示

し
て
い
く
手
法
は
圧
巻
で
あ
る
。

　

牧
野
論
文
は
、
謝
冰
心
の
恩
師
で
あ
っ
た
米
国
人
教
師
ボ
イ
ン
ト
ン

（
一
八
九
〇
～
一
九
七
〇
）
の
文
書
を
全
面
的
に
分
析
、
紹
介
し
、
ボ
イ

ン
ト
ン
訳
『
春
水
』
の
特
性
を
通
し
て
浮
か
び
あ
が
る
『
春
水
』
新
解
釈

の
可
能
性
を
丹
念
に
追
い
か
け
て
い
る
。
ボ
イ
ン
ト
ン
書
簡
に
描
か
れ
る

謝
冰
心
像
の
紹
介
も
興
味
深
い
。
中
国
の
み
な
ら
ず
欧
米
に
ま
で
目
を
向

け
た
先
行
研
究
調
査
も
価
値
が
高
く
、
研
究
者
と
し
て
大
い
に
教
え
ら
れ

た
。
文
学
史
に
お
け
る
新
た
な
謝
冰
心
像
を
打
ち
出
す
可
能
性
を
秘
め
た

成
果
で
あ
る
。

　

濱
田
論
文
は
、
謝
冰
心
の
小
説
を
題
材
に
、「
知
性
あ
る
少
女
」
が
批

判
的
に
描
か
れ
る
同
時
代
の
男
性
中
心
主
義
的
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
中
で
、「
知

的
で
あ
り
な
が
ら
男
性
社
会
と
調
和
す
る
女
性
」
の
存
在
可
能
性
を
示
し

た
こ
と
が
、
謝
冰
心
の
小
説
創
作
に
お
け
る
主
眼
で
あ
り
、
近
代
文
学
史

に
お
け
る
謝
冰
心
小
説
の
新
し
さ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
家
庭
環
境
に
恵

ま
れ
家
族
か
ら
愛
さ
れ
る
少
女
像
は
、
謝
冰
心
小
説
の
代
表
的
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
、か
つ
て
の
文
学
史
で
は
消
極
的
に
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、

濱
田
氏
は
そ
の
点
に
こ
そ
謝
冰
心
小
説
の
積
極
的
意
味
を
見
出
し
て
い

る
。
作
家
・
作
品
の
再
評
価
は
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
軸
に
沿
っ
た
読
み
を

提
示
す
る
こ
と
や
、新
史
料
を
発
掘
す
る
こ
と
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

ま
っ
た
く
別
の
視
点
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
否
定
さ
れ
て
き
た
ま
さ
に
そ

の
側
面
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
あ
る
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
さ
れ
た
論
考
で

あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
す
べ
て
の
論
文
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
論
考
も
、

中
国
近
代
文
学
の
知
ら
れ
ざ
る
一
側
面
に
新
た
な
光
を
当
て
る
も
の
で
あ
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る
。
評
者
も
と
り
も
な
お
さ
ず
、
本
書
を
手
に
取
っ
た
こ
と
で
、
謝
冰
心

文
学
の
魅
力
に
目
を
開
か
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
関
係
諸
氏
の
粘
り
強
い

ご
尽
力
に
よ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
新
し
い
謝
冰
心
像
、
ひ
い
て
は
中
国
近

代
文
学
史
が
我
々
の
前
に
示
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
Ａ
５
判
、二
五
五
頁
、花
書
院
、
二
〇
一
九
年
三
月
発
行
、定
価
三
〇
〇
〇

円
＋
税
）


